【別添】
障害者の離職状況等
【実施機関名】　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　地方公共団体における障害者の離職等の状況　

　　（令和5年6月2日から令和6年6月1日まで）

	離職理由等
	人　　数

	分　限　免　職
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

	懲　戒　免　職
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人


２　障害者だけを対象とした職員採用試験の実施状況

	1 採用職種
	②障害種別採用人数

(うち重度)
	③備考
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	（　　　）
	


３　職員採用試験における点字試験の実施

	①募集人数
	②応募者数
	③採用数
	④採用(予定)職種

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


記入要領
１　地方公共団体における障害者の離職等の状況

(1) 令和６年６月１日現在で、障害者雇用率の適用対象となっている都道府県及び市町村等の全機関について、令和５年６月２日から令和６年６月１日までの１年間に離職等により減少した障害者数を理由別に記入すること。

(2) 人数については、重度をダブルカウントしない実数で記入すること。

２　障害者だけを対象とした職員採用試験の実施状況

(1) 令和６年６月１日現在で、障害者雇用率の適用対象となっている都道府県及び市町村等の機関において令和５年度中に実施された試験について記入すること。

(2) 「実施機関名」には、知事部局、教育委員会等任命権者ごとの機関名を記入すること。

(3) 「①採用職種」については、試験の結果採用された障害者が従事している職種を記入すること。

(4) 「②障害者種類別採用人数」については、②の採用職種ごとに障害種類別に記入することとし、障害種類の分類は次によること。

１　視覚障害者            →視覚

２　聴覚又は平衡機能障害者→聴覚

３　音声又は言語機能障害者→言語

４　肢体不自由者          →肢体

５　内部障害者            →内部

６　知的障害者            →知的

７　精神障害者　　　　　　→精神

(5) 試験は実施したが採用者がなかった場合は、採用予定職種とその理由を③欄に記入すること。

３　職員採用試験における点字試験の実施　

(1) 令和６年６月１日現在で、障害者雇用率の適用対象となっている都道府県及び市町村等の機関が令和５年度中に実施した試験で点字による受験を可とした試験について記入すること。

(2) 「実施機関名」には、知事部局、教育委員会等任命権者ごとの機関名を記入すること。

(3) 「②応募者数」「③採用数」については、点字による受験応募者及びこのうちの採用者について記入すること。

(4) 「④採用(予定)職種」には、点字試験により採用された視覚障害者が従事する職種を具体的に記入することとし、点字試験の用意はあったが採用者がなかった場合は、採用予定職種を記入すること。

